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市議のQ&
市のA

議
員
が
聞
い
た

　
　
　
こ
ん
な
こ
と

一
般
質
問
と
は

　
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ
い

て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
す
。

　
第
４
回
定
例
会
で
は
、
13
人
の
議
員
か
ら
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

一

般

質

問

一
般
質
問
の
全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴

で
き
ま
す
。
各
議
員
顔
写
真
の
下
に
あ
る

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

Q
当
市
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生

し
、
市
民
の
間
に
は
緊
張
感
が

高
ま
っ
て
い
る
。
当
市
独
自
の

感
染
拡
大
防
止
対
策
を
取
ら
な

く
て
よ
い
の
か
。

A
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
の
取
り
組

み
な
ど
の
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
し
た
い
。
引
き
続
き
、
近
隣

市
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
感

染
拡
大
防
止
の
更
な
る
徹
底
を

図
る
。

Q
市
内
商
業
施
設
に
対
し
て
は
、

新
た
な
対
策
・
対
応
を
求
め
る

の
か
。

A
北
海
道
が
示
す
要
請
な
ど
を
踏

ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
対
策
を

講
じ
て
い
く
。

押
印
廃
止
は

Q
国
が
推
し
進
め
て
い
る
押
印
廃

止
に
つ
い
て
、
国
の
動
き
に
合

わ
せ
て
準
備
を
進
め
て
い
る
の

か
。

A
押
印
を
必
要
と
す
る
申
請
書
類

に
つ
い
て
改
め
て
確
認
し
、
現

在
約
一
千
三
百
種
類
あ
る
こ
と

を
把
握
し
て
い
る
。今
後
は
、国

な
ど
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

基
準
の
見
直
し
な
ど
押
印
廃
止

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
。

公
用
車
管
理
に
つ
い
て

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
い
、
来
年
度
の
支
出
が

多
大
と
な
っ
て
い
る
。
市
は
多

数
の
車
両
を
所
有
し
て
い
る
。

所
有
台
数
を
減
ら
す
、
軽
自
動

車
に
変
え
る
な
ど
で
固
定
費
を

減
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A
使
用
目
的
や
使
用
頻
度
に
よ

り
、
車
種
及
び
必
要
な
台
数
を

検
討
し
、
適
正
な
配
置
に
努
め

て
い
く
。

当
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
は

感
染
防
止
対
策
の
更
な
る
徹
底
を
図
る

本庁舎の公用車 大迫議員
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市議のQ&
市のA

沢岡議員

Q
「
ク
リ
ー
ン
北
広
島
推
進
審
議

会
」
の
答
申
内
容
や
今
後
の
施

策
の
方
向
性
は
。

A
家
庭
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
て
、

普
通
ご
み
に
多
量
の
生
ご
み
な

ど
が
混
入
し
て
い
る
場
合
は
不

適
正
ご
み
と
す
る
こ
と
や
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
自
己
搬

入
ご
み
の
受
入
基
準
を
厳
格
化

す
る
な
ど
の
適
正
分
別
の
向
上

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

Q
受
入
基
準
を
厳
格
化
す
る
場

合
、
市
民
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
働
く
人
の
話
を
聞
く
機

会
は
。

A
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
委
託
業
者

か
ら
聞
き
取
り
を
行
う
。

Q
事
業
系
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数

料
の
適
正
化
の
効
果
は
。

A
資
源
物
の
手
数
料
に
差
を
つ
け

る
こ
と
に
よ
り
資
源
化
を
促
進

し
、
埋
立
ご
み
の
減
量
化
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
考
慮
し
検
討
し

て
い
く
。

Q
令
和
６
年
か
ら
開
始
の
焼
却
処

理
施
設
ま
で
の
運
搬
は
。

A
焼
却
ご
み
を
一
か
所
に
集
め
大

型
車
両
に
積
み
替
え
て
運
搬
す

る
中
継
施
設
方
式
を
想
定
し
て

い
る
。

Q
運
搬
費
を
抑
え
る
考
え
方
な
の

か
。

A
中
継
施
設
で
ご
み
を
圧
縮
す
る

こ
と
で
運
搬
回
数
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
、
効
率
的
で
経
済
的

な
運
搬
に
つ
な
が
る
。

Q
焼
却
後
の
灰
の
処
理
は
。

A
経
済
性
と
環
境
負
荷
の
観
点
か

ら
セ
メ
ン
ト
資
源
化
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
含
め
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

ほ
か
に
1
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
、
Ｇ
1

Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

審
議
会
の
答
申
を
受
け
施
策
は

ご
み
減
量
化
に
向
け
適
正
分
別
を
促
進

Q
２
０
２
３
年
春
か
ら
本
格
的
に

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
構
想
が
ス
タ
ー

ト
す
る
が
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
後

の
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り
方
や
私
た

ち
の
生
活
・
働
き
方
は
果
た
し

て
ど
う
変
わ
る
の
か
予
断
を
許

さ
な
い
。
新
球
場
の
感
染
者
数

な
ど
に
も
影
響
が
考
え
ら
れ
る

と
思
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
今

後
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
か
、
こ
れ
が
市
財
政
に

与
え
る
影
響
は
。

A
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
来
場
い
た
だ
け
る
よ

う
質
問
の
趣
旨
を
理
解
し
な
が

ら
、
今
後
と
も
事
業
を
進
め
て

い
く
。

Q
２
０
２
３
年
春
完
成
の
新
球

場
、
約
３
万
５
千
人
を
収
容
す

る
開
閉
式
ド
ー
ム
、
飲
食
や
買

い
物
が
で
き
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
各
種
ス
ポ
ー
ツ

が
楽
し
め
る
エ
リ
ア
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
コ

ロ
ナ
収
束
後
は
新
球
場
で
の
応

援
人
員
も
応
援
ス
タ
イ
ル
も
変

わ
る
。
特
に
大
き
な
声
を
出
す

こ
と
は
、
北
海
道
の
新
ス
タ
イ

ル
か
ら
は
、
変
え
ら
れ
る
事
も

あ
る
。
市
民
に
対
し
て
今
ま
で

説
明
し
て
き
た
当
初
計
画
ど
お

り
に
進
め
て
い
け
る
の
か
。

A
徹
底
し
た
感
染
防
止
対
策
に
よ

り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
選
定
を

含
め
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
遅
れ

な
ど
の
影
響
は
な
い
。
官
民
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
プ
ロ
野

球
日
以
外
に
も
に
ぎ
わ
い
の
創

出
に
む
け
て
、
球
団
や
関
係
機

関
と
協
議
し
て
い
く
。

Ｂ
Ｐ
構
想
と
市
財
政
へ
の
影
響
は

現
在
の
事
業
を
進
め
て
い
く

工事中の新球場

滝議員

3

北広島市役所／市議会だより152号.indd   3 2021/01/22   9:43:48



市議のQ&
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Q
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
も
22
年
が
経

過
し
、
開
館
当
初
に
想
定
し
て

い
な
か
っ
た
利
用
者
ニ
ー
ズ
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
社
会
教

育
団
体
な
ど
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
、
ホ
ー
ル
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
な
ど
の
利
用
方
法
や
施
設

改
善
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、市
民
、

社
会
教
育
団
体
な
ど
の
利
便
性

向
上
を
図
る
べ
き
で
は
。

A
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実

施
し
、
市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
る
。

Q
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
時
期
は
。

A
今
年
度
中
に
実
施
す
る
。

教
員
の
１
年
単
位
の

変
形
労
働
時
間
制
に
つ
い
て

Q
教
員
に
来
年
度
か
ら
「
変
形
労

働
時
間
制
」
を
導
入
で
き
る
よ

う
、
北
海
道
が
条
例
改
正
案
を

議
会
提
案
し
て
い
る
。
札
幌
市

は
検
討
中
で
、
環
境
が
整
っ
て

い
な
い
と
導
入
し
な
い
県
も
あ

る
。
北
海
道
が
導
入
す
る
目
的

と
石
狩
管
内
他
市
町
村
と
の
検

討
状
況
は
。

A
北
海
道
は
、
導
入
目
的
を
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
進
め

る
た
め
の
一
つ
の
選
択
肢
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
制
度
導
入
に

あ
た
っ
て
の
条
件
整
備
に
は
一

定
程
度
期
間
が
必
要
で
、
本
市

も
含
め
た
石
狩
管
内
の
市
町
村

は
、
現
段
階
で
は
、
令
和
４
年

度
か
ら
本
制
度
の
活
用
が
可
能

か
ど
う
か
、
今
後
必
要
な
検
討

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　

ほ
か
に
市
職
員
の
定
年
引
上

げ
及
び
高
齢
者
部
分
休
業
制

度
、
申
請
書
な
ど
の
押
印
廃
止

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

芸
文
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

芸術文化ホール

Q
今
年
度
は
、
緑
陽
中
学
校
区
・

大
曲
中
学
校
区
に
拡
大
し
て
い

る
。
今
後
す
べ
て
の
中
学
校
区

設
置
に
向
け
た
北
広
島
市
と
し

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

A
先
進
の
西
部
中
学
校
区
は
、
全

国
各
地
の
自
治
体
か
ら
の
視
察

を
受
け
入
れ
て
い
る
。今
後
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

導
入
す
る
予
定
の
各
地
区
に
お

い
て
意
見
交
換
を
し
て
い
く
。

現
在
、
学
校
運
営
協
議
会
を
設

置
し
て
い
る
３
中
学
校
区
に
つ

い
て
は
、
持
続
可
能
な
取
り
組

み
と
な
る
よ
う
な
支
援
を
考
え

て
い
る
。

教
育
現
場
で
の
1
Ｃ
Ｔ
の
活
用

Q
臨
時
休
校
措
置
が
取
ら
れ
た
場

合
に
限
っ
て
、
学
校
生
活
と
変

わ
ら
ず
生
活
学
習
リ
ズ
ム
を
定

着
さ
せ
る
た
め
の
方
策
と
し
て

リ
モ
ー
ト
教
育
の
活
用
は
。

A
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
か
か
る
全
国
一
斉
の
臨
時
休

業
時
に
お
い
て
、
生
活
リ
ズ
ム

や
学
習
リ
ズ
ム
が
乱
れ
な
い
よ

う
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
朝
の
会
」

な
ど
を
実
施
し
た
事
例
も
報
告

さ
れ
て
い
る
。
長
期
に
わ
た
る

臨
時
休
業
を
実
施
す
る
場
合
は
、

活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

健
康
等
推
進
事
業
の
実
施
状
況

Q
各
地
域
学
習
振
興
会
の
事
業
実

施
状
況
は
。

A
４
地
区
振
興
会
の
事
業
実
施
状

況
に
つ
い
て
は
、
総
事
業
１
１

５
事
業
中
、
約
３
割
と
な
る
35

事
業
が
中
止
さ
れ
、
半
数
以
上

と
な
る
64
事
業
は
内
容
を
縮

小
・
変
更
し
て
実
施
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
を
目
途
と
し
て
全
市
展
開

大曲学習振興会「健康体操教室」

桜井議員

久保田議員
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Q
現
在
の
消
防
救
急
体
制
は
、
１

署
２
出
張
所
体
制
で
あ
る
が
、

大
型
集
客
施
設
が
予
定
さ
れ
る

中
、
計
画
的
な
人
員
増
員
と
指

揮
隊
、
救
急
隊
、
車
両
の
強
化

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
す
べ

て
の
体
制
強
化
と
災
害
対
応
に

つ
い
て
、想
定
す
る
対
応
策
は
。

A
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ
ビ

レ
ッ
ジ
開
業
後
の
災
害
対
応

は
、
多
数
の
来
場
者
が
予
想
さ

れ
る
興
行
の
際
、
災
害
の
未
然

防
止
や
迅
速
な
初
動
対
応
を
実

現
す
べ
く
、
ス
タ
ジ
ア
ム
内
に

消
防
職
員
を
監
視
員
と
し
て
配

置
を
検
討
す
る
。

Q
西
の
里
出
張
所
は
、
建
築
後
26

年
を
経
過
、
本
部
も
昭
和
49
年

の
建
物
が
残
り
、
増
築
、
新
築

と
経
て
き
た
。
消
防
資
機
材
、

車
両
の
増
加
、
人
員
補
強
と

な
っ
た
際
、
将
来
的
に
は
本
部

と
西
の
里
出
張
所
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
計
画
的
に
配
置
さ

れ
る
べ
き
で
は
。

A
消
防
庁
舎
の
将
来
展
望
に
つ
い

て
は
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
を
基
本
と
し
、
本
市
の
今

後
の
町
並
み
、交
通
イ
ン
フ
ラ
、

市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
の
変
化
に
対

応
し
、
整
備
検
討
す
る
。

Q
消
防
防
災
の
資
機
材
と
し
て
1

Ｃ
Ｔ
化
も
進
ん
で
い
る
。
積
極

的
に
導
入
す
べ
き
で
は
。

A
近
年
急
速
に
進
歩
し
て
い
る
ド

ロ
ー
ン
な
ど
を
、
情
報
伝
達
の

効
率
化
を
図
り
導
入
を
検
討
す

る
。

　
　
　

ほ
か
に
公
共
施
設
へ
の
サ
ー

マ
ル
カ
メ
ラ
の
導
入
、
コ
ロ
ナ

禍
の
教
育
問
題
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
消
防
・
救
急
体
制
は

指
揮
隊
・
救
急
需
要
へ
体
制
強
化
す
る

北広島市消防本部

Q
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
拡
大
し
、

市
内
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生

し
て
い
る
。
全
国
の
自
治
体
で

社

※

会
的
検
査
が
広
が
り
、
石
狩

管
内
当
別
町
で
も
社
会
的
検
査

に
舵
を
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。

人
の
命
の
重
さ
を
考
え
る
と
感

染
防
止
対
策
が
必
要
で
あ
り
、

当
市
と
し
て
も
社
会
的
検
査
に

踏
み
出
す
べ
き
で
は
。

A
現
在
、
市
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン

タ
ー
で
行
政
検
査
を
行
っ
て
お

り
、
感
染
者
数
が
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
社
会

的
検
査
の
実
施
は
、
体
制
確
保

が
難
し
い
た
め
現
在
の
と
こ
ろ

困
難
で
あ
る
。

Q
札
幌
市
に
民
間
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
料
金

は
１
件
２
千
円
。
ま
ず
は
高
齢

者
施
設
や
、
高
齢
者
が
多
数
入

院
し
て
い
る
病
院
の
看
護
師
や

職
員
か
ら
検
査
を
始
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

A
社
会
的
検
査
は
感
染
者
を
発
見

す
る
可
能
性
は
低
く
、
感
染
拡

大
防
止
効
果
も
低
く
、
費
用
対

効
果
も
低
い
た
め
現
在
の
と
こ

ろ
実
施
を
考
え
て
い
な
い
。

感
染
拡
大
時
の

図
書
館
の
開
館
に
つ
い
て

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
性
質

が
分
か
っ
て
き
て
お
り
、
図
書

館
の
貸
出
業
務
は
あ
る
程
度
制

限
し
た
上
で
可
能
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

A
感
染
拡
大
時
に
お
け
る
図
書
の

貸
出
サ
ー
ビ
ス
継
続
に
つ
い

て
、
警
戒
レ
ベ
ル
な
ど
を
見
な

が
ら
現
時
点
で
断
言
は
で
き
な

い
が
、
感
染
対
策
を
講
じ
た
上

で
継
続
可
能
か
判
断
し
て
い

く
。

社
会
的
検
査
を
実
施
す
べ
き
で
は

体
制
確
保
が
難
し
い
た
め
実
施
は
困
難

北広島市図書館 人見議員

島崎議員

※社会的検査…ここでは、東京都世田谷区で実施している介護事業所などを対象としたPCR検査のこと。
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市議のQ&
市のA

Q
２
０
１
７
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
戸
別
収
集
の
希
望

割
合
が
25
・
５
％
と
、
２
０
１

３
年
の
14
％
よ
り
増
加
。
２
０

１
８
年
の
答
弁
で
戸
別
収
集
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
調
査
に
つ

い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
な
っ

た
の
か
。

A
費
用
と
実
施
期
間
の
確
保
の
点

で
実
施
に
至
っ
て
い
な
い
。

生
活
保
護
に
つ
い
て

Q
政
府
は
生
活
保
護
基
準
を
減
額

改
定
し
、
10
月
か
ら
基
準
額
を

引
き
下
げ
た
。
市
民
へ
の
影
響

に
つ
い
て
の
認
識
を
問
う
。

A
国
に
お
い
て
、
必
要
な
改
定
が

行
わ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
本
市
の
支
給
額
に
つ
い
て

は
、
月
平
均
で
約
68
％
の
世
帯

が
９
６
２
円
の
減
額
と
な
っ
て

お
り
、
約
24
％
の
世
帯
が
１
１

９
４
円
の
増
額
と
な
っ
て
い

る
。

Q
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
自
宅

で
過
ご
す
機
会
が
増
え
、
暖
房

の
使
用
時
間
が
多
く
な
り
、
灯

油
の
使
用
量
が
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
今
年
度
の
福
祉

灯
油
の
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。

A
実
施
は
予
定
し
て
い
な
い
。

学
校
教
育
に
つ
い
て

Q
就
学
援
助
の
認
定
基
準
に
児
童

養
育
加
算
を
含
む
こ
と
で
、
対

象
世
帯
が
増
え
、
子
育
て
世
代

へ
の
支
援
拡
充
と
な
る
が
、
見

解
を
問
う
。

A
児
童
手
当
支
給
額
と
同
等
の
加

算
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
認
定

基
準
額
に
含
め
て
い
な
い
。

戸
別
収
集
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
調
査
は

実
施
に
至
っ
て
い
な
い

造成中のごみ焼却施設予定地

Q
毎
年
健
康
保
険
税
が
増
額
で
、

市
民
負
担
は
大
き
い
。
来
年
度

の
税
の
基
本
的
な
考
え
は
。

A
確
定
で
は
な
い
が
、
税
率
の
改

定
を
行
う
見
込
み
。

Q
市
民
負
担
増
加
を
続
け
て
は
市

民
生
活
を
圧
迫
す
る
の
で
は
。

A
負
担
増
加
率
の
平
準
化
、
低
所

得
者
の
負
担
増
に
配
慮
し
つ

つ
、
毎
年
度
、
見
直
し
を
行
う
。

行
政
改
革
に
つ
い
て

Q
公
共
施
設
等
の
使
用
料
値
上
げ

は
、
市
民
の
負
担
増
、
市
民
活

動
抑
制
に
な
る
の
で
は
。

A
令
和
２
年
度
は
改
定
を
見
送
っ

た
。
令
和
５
年
度
の
見
直
し
検

討
の
中
で
判
断
し
た
い
。

Q
債
権
回
収
業
務
の
委
託
は
行
う

べ
き
で
は
な
い
が
、
見
解
は
。

A
専
門
知
識
を
有
す
る
弁
護
士
な

ど
の
活
用
を
検
討
す
る
。

Q
債
券
管
理
は
取
り
立
て
一
辺
倒

で
は
な
く
生
活
困
窮
者
対
策
を

位
置
づ
け
る
べ
き
で
は
。

A
生
活
の
支
援
が
必
要
な
場
合

は
、
関
係
部
署
や
自
立
相
談
支

援
を
行
う
機
関
と
連
携
し
て
対

応
を
行
っ
て
い
る
。

Q
特
殊
出
生
率
の
向
上
や
人
口
増

を
掲
げ
て
い
る
な
ら
、
待
機
児

童
解
消
を
は
じ
め
子
育
て
支
援

強
化
こ
そ
必
要
で
、
公
立
保
育

園
の
集
約
化
、
学
童
保
育
の
委

託
化
は
子
育
て
支
援
を
後
退
さ

せ
る
の
で
は
。

A
老
朽
化
が
進
む
公
立
保
育
園
や

学
童
保
育
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
持
続
可
能
な
施
設
と
な
る

よ
う
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

ほ
か
に
公
共
交
通
な
ど
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
の
見
通
し
は

来
年
度
、
税
率
の
改
定
を
行
う
見
込
み

永井議員

山本議員すみれ保育園
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市議のQ&
市のA

Q
広
島
県
広
島
市
は
今
年
度
、
人

工
呼
吸
器
を
常
に
使
用
す
る
在

宅
患
者
を
対
象
に
、
非
常
用
電

源
の
購
入
費
を
補
助
す
る
制
度

を
創
設
し
た
。
豪
雨
や
地
震
な

ど
の
災
害
で
停
電
が
長
期
化
す

る
事
態
に
備
え
る
も
の
で
、
非

常
用
電
源
設
備
を
購
入
す
る
場

合
、
１
台
当
た
り
12
万
円
を
上

限
に
、
市
が
９
割
を
補
助
す
る

も
の
で
所
得
制
限
が
あ
る
。
本

市
に
は
、
人
工
呼
吸
器
を
必
要

と
す
る
人
は
何
人
い
る
の
か
、

ま
た
、
広
島
市
の
よ
う
な
補
助

制
度
を
導
入
し
て
は
。

A
市
内
で
、
人
工
呼
吸
器
を
必
要

と
す
る
方
の
全
数
は
把
握
し
て

い
な
い
が
、
常
時
、
人
工
呼
吸

器
を
使
用
す
る
方
や
気
管
切
開

な
ど
に
よ
り
た
ん
吸
引
器
が
必

要
な
方
が
、
長
時
間
の
停
電
発

生
時
に
お
い
て
、
電
力
供
給
を

受
け
ら
れ
る
環
境
整
備
は
重

要
。
非
常
用
電
源
購
入
費
の
助

成
制
度
に
つ
い
て
調
査
研
究
す

る
。

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
の

コ
ン
サ
ー
ト
中
の
避
難
訓
練

Q
京
都
府
八
幡
市
は
、
市
立
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
本
年
１
月
、

避
難
訓
練
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
た
。
本
市
も
芸
術
文
化
ホ
ー

ル
を
使
っ
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
中

の
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
は
。

A
避
難
訓
練
の
実
施
は
、
出
演
者

と
の
調
整
、
訓
練
の
想
定
や
方

法
等
の
検
討
が
必
要
な
た
め
、

実
績
の
あ
る
施
設
な
ど
か
ら
の

情
報
を
基
に
検
討
す
る
。

　
　
　

ほ
か
に
教
育
問
題
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

非
常
用
電
源
の
購
入
補
助
は

助
成
制
度
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る

家庭用ポータブル電源

Q
第
４
次
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
の
対
象
施
設
に
つ
い
て
、

削
減
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
が
、
新
庁
舎
に

な
り
床
面
積
が
拡
大
し
た
こ

と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し

た
こ
と
以
外
の
要
因
は
。

A
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
量
は
減
少

し
た
も
の
の
、
メ
タ
ン
ガ
ス
の

地
球
温
暖
化
係
数
が
21
か
ら
25

に
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
る
。

Q
北
広
島
市
の
事
務
事
業
で
放
出

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
う
ち
、

最
も
温
暖
化
に
影
響
し
て
い
る

の
は
メ
タ
ン
ガ
ス
。
こ
れ
を
減

ら
す
た
め
に
市
民
に
ど
の
よ
う

な
協
力
を
期
待
し
て
い
る
か
。

A
発
生
要
因
の
大
部
分
が
廃
棄
物

の
埋
立
で
あ
る
。
埋
立
す
る
普

通
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
生
ご

み
の
分
別
排
出
や
ミ
ッ
ク
ス

ペ
ー
パ
ー
拠
点
回
収
な
ど
、
適

正
分
別
に
協
力
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

ご
み
処
理
に
つ
い
て

Q
現
在
、
生
ご
み
へ
の
異
物
の
混

入
は
年
間
で
ど
の
程
度
か
。

A
平
成
30
年
よ
り
、
生
ご
み
の
処

理
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
異

物
の
混
入
は
ほ
ぼ
な
い
。

Q
市
民
が
生
ご
み
を
積
極
的
に
分

別
し
て
排
出
す
る
動
機
付
け
と

し
て
、
生
ご
み
の
袋
の
価
格
を

見
直
す
余
地
が
な
い
か
。

A
生
ご
み
の
処
理
手
数
料
を
安
価

ま
た
は
無
料
に
し
た
場
合
、
異

物
の
混
入
が
増
え
る
お
そ
れ
が

あ
り
、
安
定
的
な
処
理
の
必
要

性
か
ら
慎
重
に
検
証
が
必
要
と

考
え
る
。

温
室
効
果
ガ
ス
放
出
を
減
ら
す
に
は

適
正
分
別
に
よ
る
埋
立
ご
み
削
減
が
重
要

佐々木議員

藤田議員

北広島市の有料ごみ袋
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市議のQ&
市のA

Q
家
庭
で
介
護
を
行
う
人
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
場
合
、
要
介
護
者
一
時
受
け

入
れ
体
制
の
整
備
は
、
在
宅
介

護
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

A
個
々
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
、
千
歳

保
健
所
及
び
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

や
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

と
連
携
を
図
り
対
応
し
て
い

る
。
今
後
の
感
染
症
の
状
況
も

踏
ま
え
、
調
査
研
究
を
す
る
。

介
護
と
仕
事
の
両
立
支
援
に
つ
い
て

Q
「
介
護
離
職
」
が
社
会
問
題
と

な
り
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
支

援
の
必
要
性
が
一
定
程
度
理
解

さ
れ
て
い
る
が
、
い
ざ
介
護
に

直
面
す
る
と
仕
事
を
調
整
す
る

こ
と
が
難
し
い
。
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
一
層
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
見
解

は
。

A
両
立
支
援
助
成
金
の
情
報
な
ど
、

企
業
や
事
業
所
に
有
益
と
な
る

情
報
を
改
め
て
周
知
す
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

Q
厚
生
労
働
省
は
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」
に
関
し
表
面
化
し
に
く

い
介
護
の
実
態
を
正
確
に
つ
か

む
た
め
、
全
国
の
教
育
現
場
で

初
の
実
態
調
査
を
始
め
る
方
針

を
固
め
た
が
、
認
識
と
見
解
を

伺
う
。

A
調
査
に
よ
り
、
支
援
が
必
要
な

児
童
生
徒
の
早
期
発
見
、
支
援

の
手
立
て
の
構
築
の
ほ
か
、
全

国
の
教
育
現
場
で
の
理
解
促
進

と
認
知
度
向
上
な
ど
の
効
果
が

あ
る
。
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
適

切
な
支
援
に
努
め
た
い
。

介
護
者
感
染
時
の
一
時
受
入
体
制
は

感
染
症
の
状
況
を
踏
ま
え
調
査
研
究
す
る

Q
次
年
度
の
予
算
編
成
方
針
、
経

費
節
減
な
ど
の
シ

※

ー
リ
ン
グ
に

つ
い
て
の
考
え
方
は
。

A
ご
み
処
理
の
広
域
化
に
要
す
る

経
費
、
引
き
続
き
増
加
傾
向
に

あ
る
社
会
保
障
関
連
経
費
、
新

庁
舎
建
設
事
業
債
の
償
還
開
始

に
伴
う
公
債
費
の
増
な
ど
義
務

的
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、

さ
ら
に
感
染
症
が
財
政
面
に
及

ぼ
す
影
響
な
ど
か
ら
本
市
の
財

政
運
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
が

続
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
扶

助
費
な
ど
一
部
の
経
費
を
除

き
、
経
常
経
費
・
政
策
経
費
の

両
方
に
つ
い
て
マ
イ
ナ
ス
シ
ー

リ
ン
グ
を
実
施
し
、
よ
り
一
層

の
経
費
節
減
を
図
る
。

　
　
　

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

め
、
各
種
事
業
に
つ
い
て
新
し

い
生
活
様
式
へ
の
対
応
を
検
討

す
る
こ
と
、
第
６
次
総
合
計
画

の
ス
タ
ー
ト
年
で
あ
り
、
目
指

す
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
事
業
の

選
択
と
重
点
化
を
行
う
こ
と
な

ど
を
予
算
編
成
方
針
と
定
め

た
。

Q
総
合
計
画
の
推
進
に
関
わ
る
将

来
的
な
財
政
フ
レ
ー
ム
の
見
通

し
と
行
財
政
改
革
大
綱
・
実
行

計
画
の
見
通
し
時
期
は
。

A
現
在
策
定
中
の
第
６
次
総
合
計

画
や
、
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改

革
大
綱
・
実
行
計
画
に
代
わ
る

「
き
た
ひ
ろ
未
来
創
造
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
１
」
と
合
わ
せ
て
、

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
構
想
を
含
め
た

本
市
の
財
政
推
計
を
今
年
度
中

に
実
施
し
、
持
続
可
能
で
健
全

な
行
財
政
運
営
の
推
進
を
図

る
。

次
年
度
の
予
算
編
成
方
針
は

財
政
運
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
く

©一般社団法人日本ケアラー連盟

小田島議員

鶴谷議員

※シーリング…予算の編成のために示される方針のこと。
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新型コロナウイルス感染症対策関連の補正予算を可決。Pick up 1

① ひとり親への臨時特別給付金
�（１世帯５万円＋第２子以降ほか）

② 子育て支援施設等の感染症対策
�（産後ケア事業に係る感染症対策物品）

③ 子ども発達支援センターの感染症対策
�（感染症対策物品）

④ 児童生徒用のパソコン導入に係る通信環境の整備
�（ネットワーク構築）

⑤ コミュニティ施設等の感染症対策
�（地区住民センターなどの扇風機ほか）

⑥ 市職員用ノートパソコンの購入ほか
�（ノートパソコン、庁舎内無線LANアクセスポイント増設）

⑦ 給食調理場の感染症対策
�（換気機能・衛生環境の向上など）

【①～⑦補正予算額】　1億2,696万7千円

令和2年12月10日及び18日補正予算可決

◆
第
４
回
定
例
会

議
案
審
議
◆

※ 

全
て
の
議
案
名
と
結
果
は
、
北
広
島
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
案
⋮
⋮
₂₁
件

同
意
案
⋮
１
件

請
願
⋮
⋮
１
件

意
見
書
⋮
４
件

決
議
案
⋮
１
件

計
₂₈
件

この中から2つを Pick up 第4回定例会

　
　

会
期
₂₂
日
間

₁₁
月
₂₇
日
～
₁₂
月
₁₈
日

■
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
役
割
■

・�

固
定
し
た
完
成
図
を
示
す
の
で
は
な
く
、
将
来
の
都
市
づ
く
り
に

向
け
た
基
本
的
な
方
針
、
理
念
を
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
る
。

・�
具
体
的
な
都
市
計
画
を
定
め
る
際
の
指
針
と
す
る
。

・�
本
市
の
都
市
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
民
と
行
政
が
と
も
に
考
え
、

そ
の
将
来
の
姿
を
共
有
す
る
。

北
広
島
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
第
２
次
）を
可
決
。

Pick up 2
○
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
新
た
な
計
画

（
２
０
２
１
年
〜
２
０
３
０
年
）

　

�　

当
初
計
画
は
、
２
０
０
４
年
に
策
定
し
た
の
ち
２
０
１
３
年
に
改

訂
を
行
い
、
２
０
２
０
年
に
設
定
し
た
目
標
年
次
に
到
達
し
た
。

　

�　

今
回
新
た
な
計
画
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
を
持
ち
発
展
を
遂

げ
て
き
た
本
市
の
特
徴
で
あ
る
５
つ
の
地
区
︵
東
部
地
区
、西
部
地
区
、

大
曲
地
区
、
西
の
里
地
区
、
北
広
島
団
地
地
区
︶
を
結
ぶ
面
的
な
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
構
築
す
る
こ
と
で
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し

い
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
都
市
構
造
を
め
ざ

す
と
と
も
に
、
北
海
道
及
び
本
市
に
新
た
な
価
値
と
期
待
を
も
た
ら

す
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
が
２
０
２
３
年
に
開
業
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
土
地
利
用
や
都
市
交
通
体
系
の
変
化
な
ど
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
も
の
と
す
る
。

　

�　

ま
た
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
、
地
球
温
暖
化

を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
の
深
刻
化
、
市
民
の
価
値
観
・
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
、
防
災
・
減
災
意
識
の
高
ま
り
な
ど
の
社
会
経

済
情
勢
や
自
然
環
境
な
ど
の
変
化
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

︵
持
続
可
能
な
開
発
目
標
︶
に
よ
る
取
り
組
み
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
施

策
な
ど
の
検
討
及
び
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
都

市
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

※コンパクト・プラス・ネットワーク…市全体からみて、市街地を集中的にまとめるのではなく、５つの地区
を適切な規模に設定し、利便性の高い市街地をつくるという考え方。

ギカイでこんなことが決まりました
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日にち 内　　容

10月16日（金）
（個別質疑）

一般会計歳入　担当：全部局
一般会計歳出　担当：�企画財政部、総務部、消防本部、　　

災害復旧所管部

10月19日（月）
（個別質疑）

一般会計歳出、霊園事業特別会計、
国民健康保険事業特別会計、後期高齢者医療特別会計、
介護保険特別会計
担当：市民環境部、保健福祉部、子育て支援部

10月20日（火）
（個別質疑）

一般会計歳出、水道事業会計、下水道事業会計
担当：経済部、農業委員会、建設部、教育委員会

10月29日（木）総括質疑、採決

11月27日（金）一般会計歳入歳出決算認定、水道事業会計剰余金処分及び決算認定、下水道事業会計決算認定

― 決算審査のスケジュール―

令和元年度各会計、歳入歳出決算認定、水道事業会計剰余金処分及び決算認
定、下水道事業会計決算認定については、上記スケジュールで審査しました。
決算審査特別委員会での質疑の内容を一部お知らせします。

税
金
の
使
い
道
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た

●
令
和
元
年
度　

決
算
審
査
●

子育て短期支援事業のショートステイの利用実績は。
延べ30日間9件の内訳は、保護者の仕事によるもの
が4件で9日間、育児疲れなどによるものが3件で12
日間、その両方によるものが2件で9日間となっている。

輪厚スマートインターチェンジの利用状況は。
双方向の合計の日平均出入り交通量は、2,193台であ
り、昨年と比較し、1日あたり40台増加。年換算で
は1万4,600台増となる。

交通量調査の結果は。
国道や道道などの幹線道路の交通量は、全体的に増
加傾向である。例えば、平成30年の交通量調査にお
いては、道道栗山北広島線では、平成28年と比較して、
1日当たり1,882台、11.5％増加している。また、令
和元年の交通量調査において大曲工業団地付近の
羊ヶ丘通では、平成29年3月に国道36号まで開通し
たことで、平成28年と比較して1日あたり2,421台、
23.3％増加している。

子育て短期
支援事業 道路計画事業

夜間急病センター移転整備事業の
購入備品と診察状況は。
備品内訳はエックス線撮影に必要なレントゲン装置
画像処理装置、血液成分を分析する血液検査器、作
業テーブル、収納棚、ロビーチェアなどを購入して
いる。また、令和2年度の診療状況については、4月
から9月までの6カ月間の受診者数は390名となって
おり、前年同期間の780名と比較すると、50％の減で、
新型コロナウイルス感染症による影響が少なからず
あるものと考えている。

夜間急病センター移転
整備事業
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軽度・中等度難聴児へのFM型補聴器の助成実績は。
難聴児の健全な育成を促すために、道内で初めて令
和元年度から助成対象に追加した事業となっている。
支給実績については、1名で18万250円となっている。

地域まちづくり推進事業の助成実績は。
東部地区では1件、親和町内会の創立50周年記念事
業に42万5,000円の助成しており、大曲地区では2件、
第50回大曲夏まつり事業に77万900円と北都町内会
の創立40周年記念事業に7万7,800円の合わせて84
万8,700円助成している。西部地区では4件、西部地
区の連合町内会の創立50周年記念事業に13万1,700
円、花火やランタンを作って世代間交流を行う西部
地区ふれあい子ども花火大会に22万円、洞爺湖有珠
ジオパークでの講義や体験を通して、防災意識や避
難体制について学ぶ社会科見学「大地を学ぶ」事業

に14万円、ス
ノーレクや災
害時の炊き出
し訓練などを
行う2020ス
ノーカーニバ
ルin西部事業
に22万円の助
成をしている。

移動販売の試行検証における1日当たりの
平均利用者数と利用者の声は。
令和元年度の1年間で1日当たりの平均利用者数は49
人である。また、利用者からの声については、「自宅
前まで来てもらってありがたい」といった声や、「商
品の取り寄せ希望に対応してもらい助かっている」
といったご意見を頂いている。

街路灯LED化の更新実績は。
令和元年度末ではLED及び水銀灯も含めた6,121灯
のうち、LED灯については、5,348灯、87.4％まで
LED化された状況である。LED化されていない街路
灯は773灯あり、今年においては200灯程度の要望が
あると想定しており推進に努めていきたい。

障がい者日常生活
用具給付事業

市民協働推進事業
地域まちづくり推進事業

買物不便者
対策事業

街路灯整備　
支援事業

教育費の執行率が、予算に対し79.2％と落ち込んだ要因は。
未執行額約20％、約4,930万円相当の主な内容や要
因について、1点目として、国の補正予算の採択を受
け、令和2年第1回定例会において補正予算及び繰越
しについて議決された、大曲中学校大規模改造事業
と小中学校施設非構造部材耐震化事業に係る繰越額3
億7,711万円。また2点目として、新型コロナウイル
ス感染症対応として実施した学校の臨時休業に伴い、
2月末から3月の光熱水費及び給食提供回数の減少な
どによる執行残が約3,400万円生じたほか、各種事業
における入札による落札先事務事業の工夫による経
費の縮減などによるものである。

滞納による給水停止執行の有無は。有る場合の件数は。
給水停止については、水道事業としては未納対策と
しての最終的な手段であり、給水停止前には再三催
告を行っているほか、分割納付などの相談にも応じ
ている。それでもお支払いいただけない方について
はやむを得ず給水停止を行っており、令和元年度に
ついては延べ111件の給水停止を執行している。

教育費

水道事業

第50回大曲夏祭り
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新規創業者へ
インタビュー

特 集

発
行
／
北
広
島
市
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会
　
〒
0
61-119

2
 北
広
島
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央
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目
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番
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1
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7
2
-3
311

　
FA
X
 3
7
2
-3
6
0
0（
議
会
事
務
局
）

日程など詳しい情報は、北広島市議会のホームページをご覧ください。

定例会のお知らせ第1回 ・日程は都合により予告なく
変更になる場合があります。
・傍聴を希望の方は、当日、
市役所５階議会事務局窓口に
お越しください。

〈本会議〉
開　　会　２月₁₅日（月）
一般質問　２月₂₅日（木）
　　　　～３月２日（火）
閉　　会　３月₁₈日（木）

〈委員会〉
総 務 常 任 委 員 会　３月₁₀日（水）
民 生 常 任 委 員 会　３月₁₁日（木）
建設文教常任委員会　３月₁₂日（金）

第15
2

号

検索

新規創業されたお二人へ、創業に
至った経緯やこれからの事業にかけ
る思いについてお話を聞きました。

「地域課題に取り組み誰かのため
に役立ちたい」という夢を追いか
ける中、「療育」に出会い感銘を受
け起業。児童発達支援・放課後等
デイサービスなどを経営している。

関東で私立高校教諭として勤務し
た後、「本質的な教育」をしたい
と思い、英語教室を開設。子ども
から大人まで幅広い世代にレッス
ンを行っている。

㈱ShiN
代表取締役

齋藤 慎輔さん

Learning Salon Smile
代表

秋野 志保さん

＜これからの展望は？＞

＜仕事のやりがいは？？＞

＜悩みや課題などは？＞

子どもが「できるようになる」のが嬉
しいです。今はオンライン授業も取り
入れ、親との絆もできました。

まだできる範囲が少ないですが、子ど
もの成長とともに「幸せになる教育の
キーワード」の発信力を上げたいです。

子どもの体験や自然環境を考えなが
ら、北広島市の魅力ある環境で、ゆっ
くり学ぶ事を発信したいです。

子どもの成長を見つけ、親やスタッフ
と共有できることが一番の喜びです。

子どもには色々な体験をしてほしいで
すが、新型コロナウイルス感染症の対
策で制限があり難しいことですね。

療育だけでなく、雇用を創出して色々
な人が働きがいのある環境を作れたら
と考えています。

年齢が小さくとも子どもはどんどん英
語を覚えます。革新的な英語教育をし
て欲しいですね。

起業の地に北広島市を選び移住したの
ですが、知らない事ばかり。まずは市
議会だよりを読まなくては（笑）

＜市や市議会へ伝えたいことは？＞

左から佐々木委員、島崎委員長

秋野さん 齋藤さん

12

からの
ギカイ

お便り
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